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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, 発達的観点より弁別学習の転移を研究していく場合, きわめて中心的問題でありながら, 荏
来の研究ではほとんど注目されずにきた問題を指摘し, 実験によるその方法論的探索を行ない, 認知 ･思
考の基本的機制の発達研究にとっての一つの方向を示そうとするものである｡
弁別学習の転移の問題は従来比較的独立して進められてきた学習 ･思考の研究分野において両者が早く





の相異や抗争点を, より詳細に吟味する実験を企てていくよりも, むしろ, これ迄の諸理論や諸研究に共
通してみられる視点とか実験方法の類似点に注目し, そこに欠けていると思われる問題点を見出すところ
から, ｢新たに｣ 弁別学習転移の意味を問いなおす作業を始めるべきであろうとし次の三点を指摘する｡















刺激対として, 大小四角対や, 大小円対のほかに, 母子像対や3･2対を用い, 4,5,6歳の幼稚園児に
次のように条件による転移をしらべてみた｡ 条件A では, 訓練対として大小四角対を用い, それから検査
対としての大小円対への転移, 条件Bでは, 大小四角対から母子像対へ, 条件Cでは, 逆に母子像対から
大小四角対へ, 条件Dでは, 母子像対から3･2対への転移を検討してみた｡ その結果, 4歳児では条件
Aのみ, 5歳児では条件Aと条件C, 6歳児では条件 A,B,Cが転移可能であった｡ このことから
(1)主として情報処理が知覚的水準で営まれ, 言語的記号化が自発的に参加することが少ない段階
(2) 言語的記号化が参加しはじめ, それを手がかりとした反応が可能になり, 言語的媒介効果があらわ
れはじめるが, それがいまだ概念的概括構造によって支えられていない段階 (たとえばそこでは,
｢A はB 属性をもつ｣ ということの理解においての処理は可能になってきても, ｢B 属性をもつもの
(クラス) の一つとしてのA (メンバ-)｣という理解における情報処理は困難である｡)
(3) 概念的構造が成立し, その枠組に支えられて言語的 cuesystem が機能化してくる段階の三つの段
階があることがわかり屡くいわれる ｢言語的媒介過程｣ の意味のあいまいさも明らかにされる｡
第Ⅱ実験 ,1
上の第 Ⅰ実験の条件 B,C等での転移が可能になるためには, 検査事態において, 訓練時経験が逆向的
に再構成される必要があることが示唆 されたが, 第Ⅱ実験では, こうした逆向的促進効果の可能な cue
system の発達をしらべようとした｡
多次元的に規定された訓練刺激対 (たとえば, 黄の大円と青の小円) の手がかりの中から, 検査刺激対






た刺激属性の言語化条件と, 他方 Luriaたちの行動調整のための言語化条件とをとりあげ, その効果を
逆転的学習事態をとおして検討してみた｡ すなわち, 継時的に望示される黒白カードのいずれか一方に,
ジャンケンの ｢石｣, 他方に ｢紙｣の動作を結びつける訓練を行ない, その際, ｢クロ｣ ｢シロ｣ と刺激
を言語化する群と, ｢グ｣ ｢′<J と自分の動作を言語化させていく群とを作り, これを幼稚園年長児で,
MA6:10以上の上位群と, 6:10以下の下位群に実施し, さらに訓練完成後, 刺激と動作の組合せを逆転
させてみると, 全般的には刺激属性を言語化した群よりも, 動作反応を言語化した群の方が, 逆転は有利








論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨




るという｡ その重要な機制としては, 一つは逆向的転移であり, 他は刺激系反応系の相互作用であり, 学
習の発達的編成を明らかにするために重視さるべきであるとし, これらを実験変数として導入した自家の
研究を展開している｡ このようにして発達に関する重要な課題を明示し生産的な研究領域と課題とを拓い
たものとして評価に値する｡
よって, 本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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